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チ ュ コ ト西 部 チ ャ ウンーパ リャ ヴァア ム川 デル タ

にお け る コハ クチ ョウの現状

D．V．Solov’eva，A．G．Dondua＆S．L．Vartanyan

（訳 ：藤巻裕蔵）

チ ュ コ ト西部 のチ ャ ウン低 地 は，コハ クチ ョウの東 シベ リアの亜種Cygnusbemicj4rii

ヵ品o陥 垣zの 分布 東端 で ある．チ ャ ウン低 地 の東で コハ クチ ョウは繁殖せ ず ，チ ュ コ

ト東 部 で繁殖 す るのは全 て ア メ リカ コハ クチ ョウCygnuscolumbianusで ある （Kisch－

inskii1988，Poyarkoveta1．2000） ．

チ ャ ウン低地 で コハ クチ ョウは，海 岸 か ら25～30km以 内の沿岸 部 ツン ドラで繁殖 す

る （Krechmaretal．1991） ．チ ャ ウン低 地 にお け る コハ クチ ョウの繁殖 生態 に関す る

詳 しい研 究 は ，チ ャ ウ ンーパ リャ ヴァアム川 デ ル タに あるアイ オペチ ャ ン島で1970～

80年 代 に行 われ た （Kondrat’ev1985） ．カ ラー 首環 の標 識 に よ り，チ ャ ウン低地 で繁

殖 す る コハ クチ ョウは 目本 で越冬す る こ とが明 らか となっ た （Kondrat’ev1984） ．

コハ クチ ョウの繁 殖密 度 と生態 に関す るデ ー タは，アイオペ チ ャン島で2002～2004

年 に得 られた ．島 にお け る繁殖 密度 を調べ るた め，面積3．06km2の 調査 の た めの地 区を

設 け， 単位 面積 当 りの巣数 を毎年6月 末 に数 えた ．一腹幼 鳥数 に関す るデ ー タは各年

の8月 に集 めた．

調 査地 にお ける2002～2004年 の コハ クチ ョウの巣 の分布 を図1に 示す ．調 査 地で

2002年 に は7巣 ，2003年 には9巣 ，2004年 にはわず か3巣 が見 つか った ． この よ うに繁

殖密 度 はそれ ぞれ2．29，2．94，0．98巣 ／km2であった．2004年 の繁殖密 度 の低下 は ，春

の気 象条 件 （春 が 遅れ て急 に到 来 し，積 雪 の融 け るのが遅か った），ま た繁 殖 っが いが

長 年使用 してい た地域 外 に移動 し，巣 が調 査地外 にな った た めか も しれ な い （図1）．

アイオペ チ ャ ン島 にお け る平均 繁殖密 度 は2002～2004年 には2．07巣 ／km2であった が，

島の面積 が91km2な ので ，島全域 に均等 に分布 していた とす る と，島 の繁殖個 体数 は180

～190巣 と推 定 でき る．この よ うに，チ ャ ウンーパ リャ ヴァアム水 系の全デ ル タにお け

る コハ クチ ョ ウの巣数 は現 在220～230で ， これ は1970年 代 （Krechmaretal．1991） の
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表1． チ ュコ ト西部アイオペチ ャン島における

コハ クチ ョウの一腹産9数2002～204年
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5～8倍 で ある．1994年 にチ ャ ウンーパ リャヴ ァア ム川 デル タ にお ける コハ クチ ョウの

生 息数 は174±130羽 と推 定 された （Poyarkoveta1、2000） ．2002～2004年 に， コハ ク

チ ョウでは実 際 には決 して ない こ とで あ るが，100％ の成 鳥が繁 殖 した とす る と，チ

ャ ウンーパ リャ ヴァア ム川 デル タにお け る生 息数 は450羽 と推 定 で きる．この値 は少 な

く見積 も って も1994年 の推 定値 の2．5倍 以上 で ある．

2002年 に隣接す る2巣 間 の最小 距離 は231mで ，平均 隣接巣 間距離 は563±273rnで

あ った． この よ うな高い 巣密度 は この種 に と して は最高値 で， ヨー ロ ッパ 北東部 で は

ボ リシ ェゼ ム リス クの ツ ン ドラで1．8つ がい／km2と い う記録 的 な繁殖密 度 が記録 され

てい るが （Mineev1991，Hagemeijer＆Blair（1997） か らの引用）， この コハ クチ ョウ

の高密 度生 息地 域 に比べ て も高い ．

調査 地 内 と調 査地外 で ，任意 に選 んだ巣 の抱 卵期 中頃 の一腹産 卵数 を表1に 示す ．

一部 の巣 が破 壊 され た こ と （巣周 辺 の卵殼破 片）は確実 で あ るが
，巣内 の実際 の卵数 を

示 した．

調べ た51巣 の うち3巣 は6卵 ，1巣 は7卵 で あった ．7卵 の巣 は コハ クチ ョウで は非 常

に まれ で ，文献 で も コハ クチ ョウで6卵 を越 え るよ うな例 はない ．6卵 の巣 で もコハ ク

チ ョウで は珍 しく，1970～80年 代 のアイ オペチ ャ ン島にお け る調査 で は180巣 の うち6

卵 の例 が1巣 だ け見つ か った （Krechmaretal、1991） ．繁殖 に好適 で はなか った2004

年 に5卵 以 上 の産 卵数 は 見 られ なか った ．8月 中頃 の平均一腹 幼鳥数 は2003年 に は2．5

±0．3羽 ，2004年 に は2．3±0 ．3羽で あった ．多分 ，調 査期 間 中に繁 殖密度 と一 腹産 卵

数 が最 大で あった2003年 の

幼 鳥 の生存 率 は，2004年 （低

い繁 殖密 度 ，少 ない 一腹産

卵数 ）よ り低 か った （図1， 表

1）． これ は高密度 の条 件 で

幼鳥 間 での食 物 資源 を め ぐ

図1． 生息数の調査地における

コハ クチ ョウの巣の分布 （座

標軸で示す ：数値は縦軸では

68°Nの1／10度，横軸 は170°Eの

1／10度）．線は調査地の範 囲．

四角＝2002年 の巣 ，丸＝2003年

の巣，菱形＝2004年 の巣 ，三

角＝2年以上利用の巣．
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る競争 と関係があるとおもわれ る．幼鳥以外 に島では毎年160羽 にもなる成鳥の群れ

がお り， これ らは島の沼で換羽す る．

アイオペチャン島は，記録的な高密度や記録的な一腹産卵数が示す ように，コハク

チ ョウの生態研究には重要なモデル地域であることは確かである．最近み られた生息

数 の爆発的な増加 は，コハクチ ョウの個体群動態や種 内競争に関する興味あるデータ

を得 る可能性 を与えるものである．


